
あらゆる機器でデータを活用したスマート農業が展開

• ロボット農機やドローン、環境制御システム等、あらゆるスマート機器でデータがクラ
ウドに取得・蓄積され、経営管理ソフト上で自由自在にあらゆるデータを活用する
データ駆動型スマート農業が展開。

• 高齢者でも新規就農者でも思い通りで快適な農業生産を実現。

AI

データ

あらゆる品目・
地域の農業で、
あらゆる機器か
らデータの蓄積、
活用を可能に

CO2

重量野菜の収穫
から運搬まで自動
化・無人化

露地野菜

土地利用型作物

果樹

施設園芸

知能化した農業
機械で、データに
基づき最適自動
管理

画像解析による病害虫の早期
発見・防除、生育・品質予測

中山間地に適し、
作業汎用性の高い
小型自動農機

人工知能による分
析に基づく最適環
境制御

AI

全ての果樹・野菜で使えるヒュー
マノイド型ロボットによる自動収穫

ウエアラブル機器
によるAR・VR技
術を駆使した熟
練技術の利用

生育診断や栽
培管理、収穫ま
で完全自動化

･････ ･ ･ ･･･ ･
･････ ･ ･ ･･･
･･･ ･･ ･・･･･
･････ ･ ･ ･･･ ･
･････ ･ ･ ･･･
･･･ ･･ ･・･･･

誰でもデータ活
用農業が容易に
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スマートフードチェーン実現を目指す姿
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• 農業データ連携基盤の充実を図り、生産から流通、加工、消費までをデータで繋ぐ
スマートフードチェーンを構築。

• 民間事業者がこれを活用することにより、個々の消費者・事業者に応じたオーダーメ
イドな農作物を提供。

個々の消費者等にオーダーメイドな農作物を生産・流通

生産から流通、加工、消費までデータの相互活用が可能な｢スマートフードチェーン｣ を構築

高精度な
出荷・需要予測と生産・作業計支援

A社と取引ができ
るぞ、 配送はB社
に頼めそうだ！

廃棄ロスのない
計画生産・出荷

産地A

産地B

a社

b社

c社

d社
・
・

最適な輸送
手段・ルート
等を提示

生産・品質情報と受発注・在庫情報に基づく
最適な集荷・発送ルートの選定

個々の消費者・事業者に応じた
オーダーメイドな農産物を提供

データをフル活用し、ムダのない効率的生産・流通、消費者ニーズにきめ細やかに応じた農産物提供を実現

販売・消費（川下）流通・加工 (川中)生産 (川上)

医療データ

個々の診断
情報・体質・
嗜好にあった
農産物を提供

消費者・実需者
ニーズにあった
生産計画等を提示

最適な輸送
手段・ルート
等を提示

医療・健康・
食に関連する
データの活用

農業データ連携基盤（WAGRI）

加工・流通
データ

販売・市況・
消費データ

輸出関連
データ

気象データ 土壌データ農地データ 生育予測システム

生産関連データのオープン化

流通・加工・販売・消費関連データの活用

スマートフードチェーン実現を目指す姿

システムを輸出

ブロックチェーン技術を活用して信頼性を担保

http://2.bp.blogspot.com/-RA_r9EVIbto/Ur1Hh8V6SRI/AAAAAAAAciE/UFlqD_v-9nM/s800/hatake.png
https://1.bp.blogspot.com/-LfgJJl2gB_8/WshBfavwi4I/AAAAAAABLHg/hIL4Feqe-HALqUYxaLh2qq0F9dgitfwjgCLcBGAs/s800/dna.png


(Before)

経験やノウハウに基づく特定試験場での育種

《 イノベーションによって変わる育種》

• 育種親の選定は経験と勘。
• 交配から選抜までに５年を要し、品種登録の確率は１割未満
• 限られた機関等による育種

(After)

経験やノウハウをデータ化・フル活用したス
ピーディーな育種
• ゲノム、形質情報等をデータ化し、データに基づく育種
• 選抜までを１年に短縮し、品種登録数を数十倍に向上
• 多様な機関・育種家による育種

生産者・消費者に応える品種が素早く提供消費者・農業者が求める品種がなかなかできない

《交配》

• 経験と勘による交配
親の選択

《選抜》

• 生育観察の選抜を
繰り返し（５年）

《成功率》

・品種登録できる確率
は10％未満

《実施者》

• ノウハウを持つ限られ
た機関・個人による
育種

AI育種

《交配》

• AIを活用した
交配親の選択

《選抜》

• 世代促進環境

（５年→１年に短縮）

• ＡＩを活用した選抜

《成功率》

・品種登録できる確率
が50％程度に向上

《実施者》

• 県・民間・個人によ
る経験に囚われない
多様な育種

育種
ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ

画像解析
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交配

初期
選抜

系統
選抜

ＡＩ

ＡＩ

育 種実現を目指す姿

《ゲノム編集》

• AIを活用した
効果的な編集
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• 世界トップレベルの育種ビッグデータの構築と、AI育種シミュレーター・育種フィール
ドにより、「育種プラットフォーム」を形成。

• 育種期間は1/5、育種規模は数十倍となり、ニーズに応える品種を短期間で開発。

消費者や現場が求める品種を早く確実に作る

育種期間は１／５、育種規模は数十倍になり、生産者・消費者のニーズに応える品種が提供
（健康に良い品種、環境にやさしい品種、輸出向け品種等）

• ジーンバンク種子の遺伝子・特性

情報

• 日本各地の生育情報

• 遺伝子・糖・タンパク・アミノ酸等

の関連情報

• 作物に影響を及ぼす微生物情報

育種プラットフォーム

育 種 全体図実現を目指す姿

有用微生物群活用ラボ

表現型計測フィールド 自動サンプリング装置

ゲノム編集ラボ

000011110
101101001
01010101

育種ビッグデータ 育種フィールドＡＩ育種シミュレーター

• 最適な交配組合せの選定

• 画像から優良個体を選抜

• 世代促進環境下の生育から通

常時の生育を予測

• 育種作物に良い影響を及ぼす

微生物群を提案

利 用 フィードバック

民間企業 ・ 都道府県公設試 ・ 個人育種家



育種ビッグデータ

交配組み合
わせ選定の

加速化

公設試、
民間個人
育種家に
よる検証

デジタル
選抜

ジーンバンクに
保存されている
豊富な遺伝資源

40

• ジーンバンクの遺伝資源等を活用し、世界トップレベルの育種ビッグデータを蓄積。

• ビッグデータを活用したAI育種シミュレーターの開発により、AIによる効率的育種シ
ステムを構築（選抜までの育種期間が１／５に短縮）。

世界トップレベルの育種データベースとＡＩシミュレーターの開発

AI育種シミュレーター

0110111100010101
0101111101100001
1110101101001010
1010101010101011
0111101000011010

多様な素材
のゲノムや
成分等のオ
ミクス情報

日本各地の生育情報と、
気象・栽培方法等 世界トップレベルの

育種ビッグデータ

サイバー空間

世代促進条件通常条件

表現型データを年に複
数回取得可能な人工気
象器を開発・利用

選抜
サイクル
の加速化

AI活用

AI活用

育 種実現を目指す姿

作物に影響
を及ぼす
微生物情報




